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アジェンダ
• データ活用のトレンドとよくある課題
• データ活用の方法論・勘所
• データ活用アセスメントサービスのご紹介



登壇者紹介

五十嵐 洋樹
Manager

• データ利活用コンサルティングチームリーダー
• 構想検討～実装～内製化まで
• 製造業中心のIT×OTデータ活用
• SAP BDCやAzureの知見



市場トレンド
「ツールをいれただけ」になっていませんか？

満足な効果が
だせていない

97%

[1]Gartner(2024), “ Gartner、日本企業のデータ活用に関する最新の調査結果を発表－データ活用で全社的に十分な成果を獲得している日本企業は3%にとどまる”,
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240129,（参照2025年8月6日）
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https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240129
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240129
https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20240129


データに対する生成AIの活用

大容量データが必要 教師データを生成

いままで これから

クレンジング・名寄せに苦労

生成AIに登場によりデータ活用の促進が容易になりました

データ量

データ加工

データ分析 データサイエンススキルが必要 自然言語での分析指示

データ加工の自動化



よくある課題

②データ活用の
人や仕組みが
不十分

③分析結果を業務や
経営改善に結びつけら

れない

①データの分散
とサイロ化



よくある課題

②データ活用の
人や仕組みが
不十分

③分析結果を業務や
経営改善に結びつけら

れない

①データの分散
とサイロ化

アプリケーションに
よる解決案

方法論に
よる解決案

弊社サービスに
よる解決案



①データの分散に対する解決案
問題

ユースケースとデータの紐づけ
をSAP Business Data 

Cloudをつかって解決

データが散在しており、シナリオ
に対しどのようにデータと紐づけ

ればよいかわからない

解決案
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ビジネス
データ 物理データ

データ活用
ユースケース

Intelligent 
Applications ユースケース

SAP Datasphere データ基盤

SAP Analytics Cloud BIツール

データプロダクト データカタログ

データソース
（S/4 HANA）

ソリューション 用途



SAP BDCとは？

Intelligent 
Applications ユースケース

SAP Datasphere データ基盤

SAP Analytics Cloud BIツール

データプロダクト データカタログ

データソース
（S/4 HANA）

ソリューション 用途

ビジネス
データ 物理データ

データ活用
ユースケース



SAP BDCとは？

ビジネス
データ 物理データ

データ活用
ユースケース

Intelligent 
Applications ユースケース

SAP Datasphere データ基盤

SAP Analytics Cloud BIツール

データプロダクト データカタログ

データソース
（S/4 HANA）

ソリューション 用途



②人や仕組みの課題に対する解決案
問題

4つの観点＝Key Success 
Factor（KSF）で考える

データ活用のツールだけが整
備され、これを組織跨ぎで利
用する・運用する人材や制度

が整備されていない

解決案

プロセス

ツール

ロール

ルール



参考情報
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経営状況把握のための
データ活用基盤構築

100% 84%

情報資産の分析・評価 97% 69%

データ活用による
新規ビジネス創出

100% 56%

データを踏まえた
経営層の意思決定

97% 67%

全社最適仕組みの存在 84% 57%

取引先とのガバナンスに
沿ったデータ連携

94% 46%

[2]経済産業省(2025),“デジタルトランスフォーメーション調査2025の分析”,https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/keiei_meigara/dx-bunseki_2025.pdf,（参照2025年8月6日）

DX銘柄企業はツールだけでなく4KSFについて包括的に推進しています

技術育成手段としての仕
組みの存在

100% 70%

スキルマップ定義・育成
計画の存在

100% 63%

指標例 DX
銘柄 全体 指標例 DX

銘柄 全体

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/keiei_meigara/dx-bunseki_2025.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/keiei_meigara/dx-bunseki_2025.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/keiei_meigara/dx-bunseki_2025.pdf


対応施策

ビジネス課題

？

③業務とデータ活用の結びつけに関する解決案

⓪データ活用ユースケース

② プロセス① ツール ③ ロール ④ ルール



対応施策

ビジネス課題

③業務とデータ活用の結びつけに関する解決案

⓪データ活用ユースケース

② プロセス① ツール ③ ロール ④ ルール

Fortienceの
「SAPデータ活用アセスメント」



SAPデータ活用アセスメント紹介

考え方

実施
ステップ 問診 診断 協議

ステップ１ ステップ２ ステップ３

ビジネス
課題

課題解決
/効果拡大

施策A

施策B

施策C

：

取組施策

SAPデータ活用アセスメント



サービス詳細

（問診）
アセスメントシート記入

（診断）
自動データ活用診断

（協議）
ワークショップ

領域共通

ビジネスプロセス毎



ソリューションにより期待できる効果

 SAPに関わる業務の課題棚卸
 課題に対する「データ活用」による解決案抽出
 多様な観点による今後のSAP活用の施策策定



 97%の現状
 生成AIがもたらす価値
 よくある３つの課題

まとめ

データ活用
アセスメントサービス

データ活用における
3つの解決案

データ活用の
トレンド

 BDCによる解決
 ４つのKSF

 アセスメントアプローチ
 期待効果
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